
高知県の木質バイオマス利用の拡大に向けた今後の展開 

高知県産業業振興計画 
【木質バイオマス利用の拡大】 

地産地消の推進 

地産外商による販
路拡大 

販売力の強化 

増産も含めた木質バイオマス発生量 
林地残材21万6千トン ＋ 端材等16万4千トン 

これら森林資源を余すことなく活用 

木材本来 
の用途 

加工・流通基盤の強化 
20.6万m3 

     →30万m3 
          →35.5万m3 

原木の増産 
42万m3 

   →62万m3 
       →65万m3 

木質バイオマス利用の拡大 

 外的要因による価格変動に左右されることなく、化
石燃料より安価で安定した価格と供給の仕組みをつ
くることで、地域の豊かな森林資源を有効に活用した
取り組みを推進する。 

３，今後の利用拡大に向けた取り組みの方向性（課題への対応） 
 

 ア、効率的な事業展開 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆持続可能な地域循環システムの仕組みの検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

灰の共同処理システム 

木質燃料の共同配送シス
テム 

地域協議会 

◆集約型地域熱利用の可能性を調査 

福祉施設 

大型の温湯式ボ
イラーによる熱

供給 

宿泊施設 

文化・教育
施設 

ウ、総合カスケード利用に向けた新たな展開 
 

   ◆多様な用途への対応を考慮した総合カスケード利用の検討と供給体制の整備 
 

チップ利用 

おが粉利用 

木質ペレット利用 

まずは建築材料等として利用 

原木の収集 
○森の工場の推進 
○自伐林家等の収集 
  シス テム 
   の構築 

２，林業・木材産業の再生の中での木質バイオマスの基本的考え方 

１，これまでの取組みにより着実に前進 

「木質バイオマスボイラー導入状況」 
   基金事業を活用し、３年間で木質バイ
オマスボイラーが大幅（１１８台増）に
増加 【 (H23年度末見込み】 
  ◆合計台数  １３９台 
  ◆分野別の割合 
    ・園芸施設                １１３台（８１％） 
     ・冷暖房施設                  ８台（ ６％） 
     ・温泉施設                    ７台（ ５％） 
     ・その他（養鰻施設等）   １１台（ ８％） 

  「木質バイオマス燃料の県内供給状況」 

 ◆ペレット製造施設 

    ６個所（生産可能能力６，５００ｔ） 
 ◆燃料用チップ製造施設 

    ２個所 

  「石炭との混焼による木質バイオマス発 
     電の取り組み状況」 
 ◆住友大阪セメント(株)須崎工場で実施 
   ・平成２１年度実施量 約２万３千トン 

【主な用途】 
《エネルギー利用》 
○ボイラー用等燃料 
  温泉施設や園芸施設、公的な施設など比較的大型 のボイラーに対応（広い設置スーペスが必要・機器 
   が高い） 
《マテリアル利用》 
○製紙用原料  ○ボード  ○ガーデニング   など 

【主な用途】 
《エネルギー利用》 
○ボイラー等燃料用 
   温泉施設や園芸施設、公的な施設など比較的大型から中型の施設に対応（少し広めの設置スーペスが 
 必要・機器が高い） 
《マテリアル利用》 
○家畜敷料    ○オガ炭   ○菌床原料  ○堆肥原料    ○ペット用品    など 

【主な用途】 
《エネルギー利用》 
○ボイラー等燃料用 
   温泉施設や園芸施設、公的な施設や家庭用ストーブなど小型の機器に対応（設置スーペスは少なくて良 
 い） 
《マテリアル利用》 
○ペット用品    ○園芸用マルチング材     など 

高知県の人工林 
◇民有林面積 29万9千ha 
  蓄積    1億2,631万m3 
◇国有林面積  9万ha 
  蓄積    1,998万m3 
◇年間成長量 305万2千m3 

○林業での雇用 

  の確保・安定 

○県内機械産業 

  との連携 

 ○森林環境の保全 

 ○資金の県内循環 

 森林資源を
活かす仕組
みづくり 

木質バイオマス利用の拡大に向けた課題 
◇木質燃料    ◇燃焼灰    ◇機器の導入 
・安定した価格  ・回収コスト  ・導入コスト 
・安定供給    ・処理コスト 
・配送コスト 

具体的取り組み 

木質燃料等の
安定供給 

木質バイオマ
ス発電 

施設園芸等の
熱利用 

イ、木質バイオマス発電 
 

  ◆木質バイオマス発電の推進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｈ２２ 
  →Ｈ２7 
     →Ｈ33 

売電及び熱利用の併用等 

木質バイオマス利用拡大に向けた目標値 
 H21年度実績 22万7千トン → H27年度 34万トン   →  H33年度 38万トン 


